
   

 

 

 

 

 

 

 昔からよく言われてきた言葉ですが、今でもそ

の通りかなと思います。よく遊ぶ（遊べる）子供

は、よく学習にも取り組めています。言い方を変

えれば、遊びでも学習でも何にでも一生懸命にな

れる（夢中になれる）ことがとても大切なのだと

思います。 

 今と昔とでは、遊びが大きく変わりました。今

の遊びは御存知のとおりスマホやゲーム機を使った一人でも成立する遊びが多くなりました。それ

を全面否定するつもりはありませんが、学年を越えてみんなで遊ぶ経験を十分にさせたいと考えて

います。遊びの中には、学ぶことがたくさんあります。自分勝手な言動をとれば、周りに迷惑がか

かる、けんかになることもある、ものの取り合い

になる等、様々なトラブルが発生します。そのト

ラブルを子供たちが自分（自分たち）の力で調整

し、解決していけるようになってほしいと強く願

っております。大人（教師や親）の力の介入を要

することなく、子供たちが試行錯誤する中で問題

解決を図っていける力、その力こそが社会で自立

して生活していく力として求められるのではない

かと考えます。遊びは、教科指導では身に付けられない「学びの宝庫」ではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陣見山 
夢と笑顔と「ありがとう」が

あふれる松久小学校 

令和元年 ６月１８日 

第 ６ 号 

スマイルタイムでのドッジボール 

スマイルタイム 

「島鬼」で遊ぶ 

 

【学校研究課題】自分の思いや考えを伝え合うことのできる児童の育成 

            ～国語科における言語活動の充実を通して～ 

       

～ 

 

『児童の学力向上は教師の授業力向上から』 

指導者に埼玉大学教育学部附属小学校の笠原

雅広先生を招聘し、国語の授業を実践する上で

大切にしたいこと等を研修しました。 

６月１４日（金）北部教育事務所から德茂亜希子 指

導主事を招聘し、授業研究会を開催しました。２年生

と６年生の国語の授業について、指導の在り方等につ

いて協議を行いました。※写真は６年生の授業 



 

 
ＰＴＡと合同で行った救急救命法講習会。水の事

故への対応として、自分たちにできることを一つ一

つ積み上げていくことが最悪の事態を回避するこ

とにつながるのではないでしょうか。 

御指導いただきました広域消防本部 美里分署

の皆様に大変お世話になりました。 

心臓マッサージの方法を学ぶ 

やってみると分かることがたくさんあります。 

 ６月２日（日）ＰＴＡ資源回収では、地域の皆様、保

護者の皆様の御協力のもと、無事に終了することができ

ました。収益金は、子供たちの教育活動に有効活用させ

ていただきます。 

 ６月４日（火）第１回学校評議員会 

今年度の学校評議員：坂田敦子（カツデンアーキテック）様 

福島惠美子（元教員）様、茂木ひとみ（松久保育園）様、 

丸山 浩（駒衣区長）様、堀内利幸（民生・児童委員）様 

 第１回目は、学校の経営方針の説明及び教育活動の実際

（授業参観等）をご覧いただき御意見等をいただきました。 

 ５月２８日に川崎で発生した児童殺傷事件には、大

きな衝撃を受けました。子供たちの安全をどうしたら

確保できるのか、新たな課題を突きつけられました。 

 学校としては、「できることを一つ一つ積み上げてい

くこと」を考えています。子供たちに『自分の命は自

分で守る』危険回避能力を育成しながら、地域・関係

機関等との連携を今まで以上に深めていきます。 
自分のできるときに・できる協力を！ 


